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令和６（２０２４）年9月の調査結果



「先月までの予想より、売上高は増加しなかったが、来月以降は昨年なみの売上、採算が予想される。

なお、原価の物価上昇に伴うコスト上昇分は、概ね売上に反映できている。」（地質調査）「年末に向け

て畳工事の受注が増えつつある。」（畳工事請負・畳製造販売）「台風前に瓦屋根など改修が必要」（一般

土木建築工事）  

「上期、前年比と同等の売上だが、採算ベースでは仕入品や人件費アップ等につき減少。少子高齢化

社会の中、若者からシニアまでの幅広い人材活用が課題。」（その他の鉄鋼）「原材料・エネルギー価格

の上昇だけでなく、警備保障会社に支払っている警備料まで一律大幅な値上げが要請される等、様々

な価格が上昇しており、毎月の固定費が増加している。価格転嫁は一回では済まず、今後も何度も行

われると推測されるが、業者間取引だけではなく、エンドユーザーに対し、今後も継続する値上げを

受容してくれるかが、景気と経営環境に大きく影響してくると思う。」（自動車・同附属品製造） 

「仕入価格の上昇により、買い控えが発生しているが、客単価は維持できているので売上は確保。人

件費の上昇と電気代の上昇が大きく、経費削減を実施しているが吸収できるレベルではない。」（大型

小売店）「長引く暑さの天候要因も有り、アパレル関係は秋物中心にやや苦戦も、雑貨・趣味商品は堅

調。食物販・サービス関連は前年同水準を維持。人手不足、コスト高は出口が見えず取引先からの不安

の声続く。」（百貨店）「多くの値上ラッシュにより買い控え等お客様の対応が心配」（その他卸小売） 

「人手不足には直面している。お試しアルバイト制度を作って面接で断らないでまずお試しアルバイ

トをしてもらうように工夫をしている。」（他に分類されない事業サービス〈室内装飾・展示会装飾〉）

「案件の数は増えてきているが、単価は上がっていない。人材確保のために賃上げをするので、薄利

になっている。インボイス制度について手間が掛かる割に利益にはならない（やらないと損をする）

ので経理の仕事が増えるだけで特に良いことはない。」（コンピューターソフトウェア開発）「改善基準

告示の改正により、ドライバーの時間外労働の上限規制や、拘束時間の改正等により、運行管理が厳

しくなりつつありドライバー不足が顕著に経営に影響を及ぼしている。」（一般貨物自動車運送） 

９月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲９．６（前月水準▲１５．７）とな

りマイナス幅が６．１ポイント縮小した。 

各業界、前月に引き続き価格上昇に伴う経営圧迫と

人手不足のコメント多数。製造業・卸小売業・サービ

ス業共に賃上げの影響による人件費の圧迫に加え、物

価上昇に伴うお客様の買い控えが懸念されている。未

だに働き方改革による時間外労働の規制や、インボイ

ス制度等の導入による経理事務負担の声が寄せられ

る。年末に向けいかに対応していくかが重要になる。 
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前月に引き続き各業界賃上げと物価高で経営圧迫。継続する値上げに、顧客の買い控えの懸念が広がる  

回答期間：令和6年9月20日～令和6年10月4日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数83 

柏の景気情報（令和６年９月の調査結果のポイント） 

 

 

全産業合計では、「柏の景気」が▲９．６に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１４．１で、柏のほうがマイナス幅が４．

５ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小

売業・製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 9.6 ▲ 10.0 ▲ 31.5 ▲ 9.0  9.0

▲ 14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 18.7 ▲ 4.3

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 4.8 ▲ 10.0 ▲ 21.0  9.0  36.3

▲ 3.3 ▲ 8.4 ▲ 15.8 3.8 7.1

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.8 ▲ 15.0 ▲ 36.8 ▲ 13.6  18.1

▲ 16.4 ▲ 16.8 ▲ 21.8 ▲ 17.7 ▲ 10.2

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 60.2 ▲ 55.0 ▲ 73.6 ▲ 63.6 ▲ 50.0

▲ 63.4 ▲ 68.2 ▲ 58.7 ▲ 69.6 ▲ 60.8

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 21.6  50.0  10.5 ▲ 4.5  31.8

22.1 38.9 12.1 20.0 26.7

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 6.0 ▲ 5.0 ▲ 10.5 ▲ 13.6  4.5

▲ 11.1 ▲ 5.9 ▲ 16.0 ▲ 15.4 ▲ 9.4
CCI―LOBO

CCI―LOBO
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柏の景気
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柏の景気
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柏の景気

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図



  

12月柏の集計結果(
新聞).docx  3 

調査期間：2024年9月11日～18日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（9 月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
４月 ▲14.0 ▲16.5 ▲21.7 ▲16.6 ▲16.5 ▲2.4 

５月 ▲11.4 ▲16.5 ▲13.6 ▲14.8 ▲16.6 ▲0.8 

６月 ▲16.2 ▲ 18.7 ▲ 17.6 ▲ 23.3 ▲ 22.2 ▲  6.0 

７月 ▲16.3 ▲ 13.1 ▲ 22.8 ▲ 24.0 ▲ 20.8 ▲  5.4 

８月 ▲15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 19.9 ▲ 18.4 ▲  5.2 

９月 ▲14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 16.1 ▲ 18.7 ▲  4.3 

見通し ▲ 13.4 ▲ 7.5 ▲ 15.4 ▲ 17.8 ▲ 18.2 ▲  9.4 
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令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 17.3 ▲ 16.0 ▲ 11.1 ▲ 16.4 ▲ 15.7 ▲ 9.6 ▲ 2.4 ( △ 7.8 )

建  設 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ±0.0 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 10.0 △ 10.0 ( △ 16.6 )

製  造 ▲ 29.4 ▲ 38.0 ▲ 25.0 ▲ 38.8 ▲ 38.8 ▲ 31.5 ▲ 5.2 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ▲ 30.0 ▲ 9.0 ▲ 13.6 ( ▲ 5.0 )

サービ ス ±0.0 △ 16.6 △ 22.7 △ 4.3 △ 10.0 △ 9.0 ±0.0 ( △ 20.0 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．４（前月水

準△７．８）となり、マイナス幅が１０・２ポイント拡大した。

令和６年（２０２４年）９月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

９月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲９．６（前月水準▲１５．

７）となり、マイナス幅が６．１ポイント縮小した。
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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23%

63%

14%
18%

55%

27%

11%

47%

42%

15%

60%

25% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 1.4 ▲ 4.5 ▲ 6.1 ▲ 5.0 ▲ 3.9 △ 4.8 △ 8.4 ( △ 17.1 )

建  設 ▲ 11.7 ▲ 16.6 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 ▲ 10.0 △ 10.0 ( △ 16.6 )

製  造 ▲ 35.2 ▲ 19.0 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 21.0 △ 10.5 ( △ 5.5 )

卸・小売 △ 20.0 ▲ 16.6 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ▲ 10.0 △ 9.0 ±0.0 ( △ 20.0 )

サービ ス △ 20.0 △ 29.1 △ 22.7 △ 26.0 △ 20.0 △ 36.3 △ 13.6 ( △ 25.0 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△８．４（前月水

          準△1７．1）となり、マイナス幅が８・７ポイント拡大した。

○

【売上について】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△４．８（前月水準▲３．９）と

なり、マイナス幅が８．７ポイント縮小した。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

32%

40%

28%
46%

45%

9%

41%

27%

32%

21%

37%

42%

20%

50%

30%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 20.2 ▲ 17.2 ▲ 16.0 ▲ 6.3 ▲ 15.7 ▲ 10.8 ▲ 8.4 ( △ 1.3 )

建  設 ▲ 23.5 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 15.0 △ 5.0 ( ▲ 5.5 )

製  造 ▲ 41.1 ▲ 47.6 ▲ 30.0 ▲ 27.7 ▲ 44.4 ▲ 36.8 ▲ 21.0 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 15.0 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 19.0 ▲ 25.0 ▲ 13.6 ▲ 13.6 ( △ 5.0 )

サービ ス ±0.0 △ 20.8 △ 13.6 △ 21.7 △ 10.0 △ 18.1 ▲ 4.5 ( △ 5.0 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．８（前月水準▲１５．

７）となり、マイナス幅が４．９ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．４（前月水

準△１．３）であり、マイナス幅が９．７ポイント拡大する見通しである。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

21%

48%

31%
27%

64%

9% 18%

50%

32%

16%

31%
53%

20%

45%

35%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 68.1 ▲ 64.3 ▲ 64.1 ▲ 62.0 ▲ 59.2 ▲ 60.2 ▲ 53.0 ( ▲ 53.9 )

建  設 ▲ 52.9 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 35.2 ▲ 33.3 ▲ 55.0 ▲ 40.0 ( ▲ 22.2 )

製  造 ▲ 82.3 ▲ 71.4 ▲ 80.0 ▲ 83.3 ▲ 77.7 ▲ 73.6 ▲ 73.6 ( ▲ 83.3 )

卸・小売 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 85.7 ▲ 76.1 ▲ 70.0 ▲ 63.6 ▲ 63.6 ( ▲ 65.0 )

サービ ス ▲ 60.0 ▲ 62.5 ▲ 40.9 ▲ 52.1 ▲ 55.0 ▲ 50.0 ▲ 36.3 ( ▲ 45.0 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６０．２（前月水準▲５９．

２）となり、マイナス幅が１．０ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５３．０（前月

水準▲５３．９）となり、マイナス幅が０．９ポイント縮小する見通しである。

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

1%

37%
62%

0%

50%50%

5%

27%

68%

0%

26%

74%

0%

45%

55%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 △ 24.6 △ 14.9 △ 14.8 △ 15.1 △ 17.1 △ 21.6 △ 26.5 ( △ 19.7 )

建  設 △ 35.2 △ 38.8 △ 33.3 △ 35.2 △ 44.4 △ 50.0 △ 50.0 ( △ 33.3 )

製  造 △ 17.6 ±0.0 △ 5.0 △ 5.5 ▲ 11.1 △ 10.5 △ 15.7 ( ±0.0 )

卸・小売 △ 20.0 ±0.0 ▲ 4.7 ▲ 9.5 ±0.0 ▲ 4.5 △ 4.5 ( △ 10.0 )

サービ ス △ 26.6 △ 25.0 △ 27.2 △ 30.4 △ 35.0 △ 31.8 △ 36.3 ( △ 35.0 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２１．６（前月水準△１７．

１）となり、プラス幅が４．５ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△２６．５（前月

水準△１９．７）となり、プラス幅が６．８ポイント拡大する見通しである。

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

26%

69%

5%

36%

59%

5%
5%

86%

9% 16%

79%

5%

50%50%

0%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 13.0 ▲ 5.7 ▲ 6.1 ±0.0 ▲ 1.3 ▲ 6.0 ▲ 1.2 ( △ 1.3 )

建  設 ▲ 11.7 ▲ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 11.1 ▲ 5.0 △ 10.0 ( △ 11.1 )

製  造 ▲ 11.7 ▲ 28.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ( ▲ 11.1 )

卸・小売 ▲ 15.0 ±0.0 ▲ 19.0 ▲ 9.5 ▲ 15.0 ▲ 13.6 ±0.0 ( ±0.0 )

サービ ス ▲ 13.3 △ 8.3 △ 4.5 △ 17.3 △ 10.0 △ 4.5 ▲ 4.5 ( △ 5.0 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６．０（前月水準▲１．３）と

なり、マイナス幅が４．７ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．２（前月水

準△１．３）となり、マイナス幅が２．５ポイント拡大する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

8%

77%

15%
9%

86%

5%
9%

68%

23%

5%

79%

16%
10%

75%

15% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

柏▲ 9.6

全国▲ 14.1

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏 4.8
全国▲ 3.3

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 10.8
全国▲ 16.4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 60.2
全国▲ 63.4

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 21.6 全国 22.1

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 6.0

全国▲ 11.1
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好転悪化

柏 全国
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質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和６年８月２０日　～　令和６年９月4日

調 査 対 象 

47.8%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 22 48.9%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

46

建　　　設 20
19
22

製　　　造
卸  ・  小売

　　　　　　　＜業種別回収状況＞

44
52.6%
43.2%

回答数
48.0%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

83全　産　業


